
GSCGSC（（グリーン＆サステイナブルグリーン＆サステイナブル ケミスケミス

トリー）トリー）についてについて

•• 円卓会議第１回の自己紹介で、瀬田が円卓会議第１回の自己紹介で、瀬田が
ご説明したこと：ご説明したこと：

　　化学産業の経営理念は、化学産業の経営理念は、
「「RCRC（（レスポンシブル・ケア）とレスポンシブル・ケア）とGSCGSC」」

•• 報告報告
GSCGSC国際会議（第１回、東京）国際会議（第１回、東京）が、が、33月月
1313～～1515日、日、早稲田大学早稲田大学で開催され、活で開催され、活
発な議論の後、発な議論の後、東京ステートメント東京ステートメントがが
採択された採択された



１．１．GSC GSC 東京東京国際会議の開催国際会議の開催

米欧日、統合国際会議第１回、東京米欧日、統合国際会議第１回、東京
世界から産学官の主要な化学者、経営者、世界から産学官の主要な化学者、経営者、
官の関係者、研究者、技術者が参加。官の関係者、研究者、技術者が参加。

　　テーマ：テーマ：GSCGSCの実践の実践

　　

　　東京ステートメント東京ステートメント

　　



（（3/183/18　化学工業日報　掲載記事より）　化学工業日報　掲載記事より）







１．１．GSC GSC 東京国際会議東京国際会議の開催の開催

•• 参加者参加者760760名名
内、海外からは内、海外からは1919カ国、カ国、120120名名

•• 国内参加者国内参加者650650名中、名中、7070％が産、％が産、3030％が％が
学官学官
（欧米の人にとっては驚異的な比率、（欧米の人にとっては驚異的な比率、
欧米ではよくて逆欧米ではよくて逆30/7030/70））



２．あらためて２．あらためてGSCGSCとはとは

•• 製品設計、原料選択、製造方法、使用製品設計、原料選択、製造方法、使用
方法、リサイクルなど方法、リサイクルなど

•• 製品の全ライフサイクルを見通した技製品の全ライフサイクルを見通した技
術革新により、術革新により、

•• 「人と環境の健康・安全」「省資源・「人と環境の健康・安全」「省資源・
省エネルギー」を実現する省エネルギー」を実現する

•• 化学及び化学技術化学及び化学技術



３．３．GSCGSCととGSCNGSCN

•• GCGC（（グリーンケミストリー：米グリーンケミストリー：米））、、
SCSC（（サステイナブルケミストリー：欧サステイナブルケミストリー：欧））
GSCGSC（（日）：日）：ほぼ同義語ほぼ同義語

•• 日本での推進母体：日本での推進母体：
GSCNGSCN （（GSCGSCネットワーク：日本の化ネットワーク：日本の化

学系の学協会学系の学協会1010団体、団体、20002000年３月設立）年３月設立）



３．３．GSCGSCととGSCNGSCN

•• GSCNGSCNを構成する化学系を構成する化学系1010団体：団体：
（社）（社）日本化学会、高分子学会、日本化学会、高分子学会、
　　　化学工学会、日本化学工業協会、　　　化学工学会、日本化学工業協会、
　　　化学情報協会、新化学発展協会　　　化学情報協会、新化学発展協会
（独）（独）産業技術総合研究所、産業技術総合研究所、
（財）（財）化学物質評価研究機構、化学物質評価研究機構、
　　　バイオインダストリー協会、　　　バイオインダストリー協会、
　　　化学技術戦略推進機構　　　化学技術戦略推進機構



４．４．GSC GSC 東京国際会議東京国際会議20032003の内容の内容

••協賛、後援：協賛、後援：
（国内）（国内）経産省、文科省、環境省、経産省、文科省、環境省、
日本学術会議、経団連、理化学研究所、日本学術会議、経団連、理化学研究所、
NEDONEDO、、触媒学会、有機合成化学協会触媒学会、有機合成化学協会
（国際組織）（国際組織）OECDOECD、、IUPACIUPAC、、米米GCI/ACSGCI/ACS、、
英英GCN/RSCGCN/RSC、、欧欧CEFICCEFIC、、
独独DECHEMADECHEMA、、米米AIChEAIChE、、豪CGC、米ACC、
米EPA



４．４．GSC GSC 東京国際会議東京国際会議20032003の内容の内容

•• 海外、国内の産学官トップクラスの化学産業海外、国内の産学官トップクラスの化学産業
経営者、化学者、研究者、技術者が参加経営者、化学者、研究者、技術者が参加

（例）デュポン（例）デュポンCTOCTO、、コロンビア大学ブレスコロンビア大学ブレス
ラウ教授、米ローム＆ハース社長、蘭デルフラウ教授、米ローム＆ハース社長、蘭デルフ
ト大学シェルドン教授、ト大学シェルドン教授、
米大統領府科学技術担当官米大統領府科学技術担当官P.P.アナスタス氏、アナスタス氏、
EPAEPA、、
米欧の化学会、化学工業会米欧の化学会、化学工業会



４．４．GSC GSC 東京国際会議東京国際会議20032003の内容の内容

•• 日本からも産学官の著名な化学者、経日本からも産学官の著名な化学者、経
営者、研究者、技術者が集まった。営者、研究者、技術者が集まった。



４．４．GSC GSC 東京国際会議東京国際会議20032003の内容の内容

•• 会議内容：会議内容：

１）世界的視野での１）世界的視野での「「GSCGSCの実践」の実践」

２）２）ビジョンと実践ビジョンと実践
　　官の立場から　　官の立場から
　　大手化学会社の先導的役割　　大手化学会社の先導的役割
　　化学研究・学術指導者　　化学研究・学術指導者
　　産学官連携による実践　　産学官連携による実践
　　個別企業での実践（米欧日　　個別企業での実践（米欧日）



４．４．GSC GSC 東京国際会議東京国際会議20032003の内容の内容

３）討論：３）討論：
　　　　　　　　GSCGSC教育・啓発に関する討論教育・啓発に関する討論
　　　　　　　　GSCGSC評価尺度と国際協力評価尺度と国際協力

４）４）GSCGSC研究、産業実施の最先端：研究、産業実施の最先端：
世界主要大学、世界の化学会社（デユ世界主要大学、世界の化学会社（デユ
ポン、ポン、BASFBASF、、住友化学、三菱化学他）、住友化学、三菱化学他）、
自動車会社（トヨタ）自動車会社（トヨタ）

５）産学連携による「５）産学連携による「GSCGSCの実践例」の実践例」



４．３大臣賞を設定、授与４．３大臣賞を設定、授与

•• GSCGSC賞（賞（20022002年第１回）年第１回）

•• 経済産業大臣賞、経済産業大臣賞、
文部科学大臣賞、文部科学大臣賞、
環境大臣賞環境大臣賞
の制定（の制定（GSCGSC賞を格上げ）賞を格上げ）

•• ３月３月1414日、それぞれ第１回授賞日、それぞれ第１回授賞





５．東京ステートメント要約５．東京ステートメント要約

・・リオ、ヨハネスブルグサミットに基づく全地リオ、ヨハネスブルグサミットに基づく全地
球的な、持続可能な社会の実現に、球的な、持続可能な社会の実現に、私達は私達は
GSCGSCが大きな貢献が大きな貢献ができると信ずる。ができると信ずる。

・・GSCGSCの活動をの活動を教育と研究開発教育と研究開発に置く。後者にに置く。後者に
は科学に立脚したリスク管理の開発を伴う。は科学に立脚したリスク管理の開発を伴う。

・・GSCGSC国際会議国際会議は、全地球的活動における、産は、全地球的活動における、産
学官、学官、NGONGO、、その他の国際組織等、全てのセその他の国際組織等、全てのセ
クターの結集を大きく加速するであろうクターの結集を大きく加速するであろう



６．併せて学生フォーラムを開催６．併せて学生フォーラムを開催

•• 学生フォーラム学生フォーラム

•• 3/123/12（早稲田大）、（早稲田大）、3/163/16（上智大）（上智大）

•• 各国の学生（日各国の学生（日2020--3030名、海外名、海外1515名）名）
を集めて環境問題について討議を集めて環境問題について討議

•• 東京国際会議の講演者４東京国際会議の講演者４--５名が参加５名が参加
P.P.アナスタス、ワーナーアナスタス、ワーナーMsMs大教授、他大教授、他

•• 数名（国、分野）がプレゼン、活発な数名（国、分野）がプレゼン、活発な
議論議論


